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令和３年度の学校評価 

ア 自己評価結果等                              

本年度の 

重点目標 

① 生徒の安全・安心な生活を保障するため、感染予防を含めた環境整備と、現在の社会情勢に応じた

実践的な教育を進める。 

② 新たに導入されるＩＣＴ環境を積極的に活用し、主体的・対話的で深い学びを推進する。 

③ 伝統である挨拶と礼儀正しさを定着させ、個に応じた自立活動の充実を図り、キャリア教育を 

推進する。 

④ 保護者や地域および関係機関との連携を強化し、社会参加に必要な資質・能力を育てる。 

⑤ 職員が心身ともに健康に働くことのできる職場環境を作る。 

※以下の各項目（分掌）の重点目標は、上記の「本年度の重点目標①～⑤」に関連した内容を設定した。 

どれに関連しているかを下記の「重点目標」の末尾に番号で示した。 

項目(担当) 重点目標 具体的方策 経過報告と今後の課題 

学校生活の

充実 

（高等部） 

挨拶と礼儀正

しさの定着と、

規範意識の向

上を図る。 

・場に応じた適切な挨拶と

礼儀を具体的に伝える。 

・お互いが気持ちよく過ご

せる環境作りを進めるこ

とで、規範意識を高める。 

・学校の新しい生活様式を

意識した行動を具体的に

伝える。 

・挨拶については、概ねできている。工業の時間やタ

イミングがとりやすい場面では、自信をもって挨拶

ができている。日常的に自分から挨拶する生徒が増

えるように指導を継続していきたい。 

・生徒、保護者、来校者、職員から挨拶、身だしなみ、

整理整頓、感染症対策についてのアンケートを実施

し、概ねよい評価を得た。身だしなみや整理整頓の

項目については生徒自身の評価が低かったため日常

における指導を大切にしていきたい。 

・集団活動になると規範意識が薄れる傾向がみられ

た。学校の新しい生活様式を実践できるように、規

範意識の向上にも引き続き取り組みたい。 ① ③ ④ 

学習指導の

充実 

（カリキュ

ラムマネジ

メント部） 

新学習指導要

領の実施に向

けて理解推進

を図る。 

・新学習指導要領の完全実

施に向けた準備を進める。 

・本宮校舎が「育成を目指す

資質・能力」を職員間で共

通理解したり、各教科等の

評価方法について検討し

たりする。 

・新学習指導要領の実施に向け、三観点の評価と指導

要録等の様式変更の準備を進めた。次年度からの実

施に向け、高等部会や現職研修等で周知していく必

要がある。 

・作業日誌の変更を検討した。１年生の工業で取り組

んだものをもとに案を作成し提案した。変更点を示

し次年度の学習がスムーズに進められるように準備

する。 ② ④ 

教員研修の

充実 

（連携推進

部） 

教員の資質向

上のための研

修体制・内容の

充実を図る。 

・現職研修及び教職経験者

研修を核として、計画的な

研修会を実施する。 

・自立活動の指導内容の改

善、充実を図る。 

・校内研修や校外の研修に、半分以上の先生方が参加

した。オンラインでの実施に変更になったときは、

校内での参加者が増えた。次年度は、eラーニング研

修の活用を積極的に推進していきたい。 

・教科会で、自立活動の授業計画やねらいを話し合い、

共通理解を図ることができた。 ① ② ③ 

情報機器活

用のための

環境作りと

保護者との

連携強化 

（学校教育

サ ポ ー ト

部） 

機器活用のた

めの研修及び

環境整備を行

う。 

 

・情報機器活用のための環

境を整備し、授業での活用

を促進する。 

・生徒に１台ずつ端末とMicrosoft365のアカウントを

割り振り、利用できるようにした。常時充電できる

環境の整備、ネットワーク設定の修正、プリンター

の設置をし、活用できる環境を構築した。 

・職員に使い方等を伝達し、授業での活用を促した。

多くの授業で積極的に活用されている。 

・今後は新年度の利用者変更手続きや利用ルールの周

知など、効率的な運用が行えるようにしていきたい。 ① ② 
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保護者との連

携（相互理解）

を一層強固な

ものとする。 

・保護者と学校、保護者間の

連携が深まるＰＴＡの委

員会活動を実施する。 

・コロナ感染防止を行いながら、多くの PTA 活動を実

施できた。実施できなかった活動の多くで、代替の

活動を行えた。文化祭の本宮カフェの活動のみ中止

となった。 

・感染状況を踏まえながら、１年を通じて保護者会や

参観日の来校機会を設けることができた。 

・従来の PTA 活動を実施することは当面難しいと思わ

れる。今年度の活動を基に来年度もコロナ感染状況

を確認しながら PTA活動を見直していけるとよい。 ④ 

生徒の安心

安全を守る

体制作り 

（生活充実

部） 

学校安全及び

緊急時の対応

に係る実践力

を高める。 

・防災に関する知識や技能

を身につけるとともに、自

助や共助の意識を高める。 

・防災に関する課題を職員

間で共有する。 

・外部講師を招いて、気象災害時に気を付けることや

避難方法などをマイタイムラインを作成しながら学

習をした。大地震発生を想定した避難訓練では、生

徒には訓練を予告せずに実施し、身を守る行動が実

践できたのかフィードバックできる機会とした。 
① 

いじめや生徒

の悩みについ

て早期発見し、

未然防止を図

る。 

・いじめや悩みなどについ

て早期発見し、適切な対処

につなげる。 

・互いに尊重し合える環境

作りを推進する。 

・生徒に関わる情報を職員間で共有し、気になる事案

については担任、学年主任を中心に早期に対応する

ことができた。ＳＮＳ上でのトラブルからいじめに

発展するケースが近年増加していることから、ＳＮ

Ｓの正しい使い方の定着などいじめの未然防止に力

を入れていきたい。      ① 

生 徒 の 心

身 の 健 康

を 守 る た

め の 体 制

作り 

（健康･安

全部） 

感染症予防を

含めた環境整

備を進めてい

く。 

・授業や委員会活動と連携

しながら、生徒一人一人の

感染症への意識を高め、生

徒が主体的に感染症予防

に取り組むことができる

ようにする。 

・手洗いや手指消毒、マスクの着用、毎日の健康観察

など、基本的な感染症予防についての取組が定着して

きた。生徒が感染症対策に主体的に取り組むための必

要な物品も整備できた。 

・登下校時や休憩時間など、友達との距離が近くなっ

てしまう生徒もいるため、引き続き一人一人が「感染

しない、感染させない」という意識をもって行動でき

るよう各授業や委員会活動等と連携して生徒・職員へ

啓発していく必要がある。 ① 

生徒が心の悩

みを相談しや

すい環境を整

備するととも

に相談体制を

充実させる。 

・生徒に悩みを相談できる

場を提供し、学校医やカウ

ンセラー、ソーシャルワー

カーに繋げていく相談体

制を構築する。 

・年２回の学校医によるメンタルケアでは計８件の相

談を行った。一人一人の相談時間は 10分程度に限ら

れてしまうが、実施したことで精神科受診をするき

っかけとなった生徒もおり、関係機関に繋げること

ができた。 

・「心のオアシスタイム」については、相談希望が１件

のみであったため、アンケートの取り方や相談体制

など、実施方法について見直す必要がある。 
① 
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進路指導の

充実 

（キャリア

アップ部） 

キャリア教育

推進と生徒の

社会参加に必

要な資質・能力

を育成のため

の情報提供を

進める。 

・企業情報ファイルや職員

の業務体験ファイル等、資

料のデータ化を進める。 

・企業、福祉的事業所、市役

所などの関係機関との連

携を強化し、職員、生徒、

保護者へ直接話をしてい

ただく機会を増やす。 

・紙媒体で保管している企業情報を全てデータ化し、

校務用パソコンや教育タブレット、共用タブレット

（iPad）などで閲覧できる環境を整備した。 

・職員や生徒に使用方法を伝え、現場実習説明会や実

習事前学習、授業での活用を促した。社会科の授業

（仕事調べ）では、９割以上の生徒が「企業情報を

もっと調べたい」と回答した。現場実習説明会では、

５割以上の職員が活用した。今後は、学校教育サポ

ート部と連携して、生徒用のタブレットでも企業情

報が閲覧できるようにしていきたい。 

・福祉的事業所の担当者に「現職研修」「２年生保護者

対象の進路説明会」の講師を依頼した。生徒や保護

者への情報提供や指導に役立つ内容が多く参考にな

った。また、サポーター企業の人事担当者に、１年

生対象の「２年生現場実習に向けた講演会」の講師

を依頼した。直接話を聞いたり質問できたりするな

ど、大変貴重な機会となった。今後も生徒や保護者

に進路に関する必要な資料や情報を提供していきた

い。 
② ④ 

健全な職場

環境作り 

（教頭） 

職員が心身と

もに健康に働

ける職場作り。 

・出退勤管理システムによ

る在校時間記録の適切な

管理を行い、業務の精選と

改善を進める。 

・週に 1 回の定時退校日や日々の施錠時間はほぼ守ら

れ、大きく体調を崩す職員もなかった。電話自動応

答機の導入や日直業務の改善ができたことで勤務時

間への意識も高まった。また、給食の配送、清掃、消

毒などを３学期から任用した校務補助員に依頼でき

たことで教職員の業務の軽減につながっている。  

・施錠時間は守られた。しかし、休憩時間にも仕事を

しているという現状があるため、引き続き業務内容

の精選が課題である。 ⑤ 

総合評価 

 

 

 

各項目で一定の評価、改善が見られた。特に感染症対策については、生徒が感染症

について知識を身に付け、学校生活全般において主体的に実践することができた。ま

た、ＩＣＴ機器の職員研修と環境整備の充実により、授業においてタブレット端末は

積極的に活用された。職員については、勤務時間の自己管理はほぼ定着し、健康不安

を訴えることもなかったが、今後は休憩時間をしっかりと取れるような職場環境にす

るためにも業務内容の精選と効率化が引き続き課題である。 
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イ 学校関係者評価結果等 

学校関係者評価を実

施した主な評価項目 

・生徒の安全・安心な生活を保障するための感染予防を含めた環境整備と、社会情勢に応じた

実践的な教育（健康・安全部） 

・ＩＣＴ機器の積極的な活用（学校教育サポート カリキュラムマネジメント） 

・職員が心身ともに健康に働ける職場環境づくり（教頭） 

自己評価結果につい

て 

生徒の安全・安心な生活を保障するための感染予防を含めた環境整備と、社会情勢に応じた実

践的な教育（健康・安全部） 

授業実践、日々の生活指導の中で、手洗いや手指消毒、マスクの着用、毎日の健康観察な

ど、基本的な感染症予防についての取組が定着してきた。また、今年度は、生徒が感染症対

策に主体的に取り組むための必要な物品も整備でき、必要な感染症対策を考えながら行事に

臨む姿が随所に見られた。しかし、気持ちが緩むと、登下校時や休憩時間など、友達との距

離が近くなってしまう生徒もいるため、引き続き一人一人が「感染しない、感染させない」

という意識をもって行動できるよう、各授業や委員会活動等と連携して生徒や職員へ啓発し

ていく必要がある。 

ＩＣＴ機器の積極的な活用（学校教育サポート カリキュラムマネジメント） 

生徒に１台ずつ端末と Microsoft365のアカウントを割り振り、利用できるようにした。ま

た、常時充電できる環境の整備、ネットワーク設定の修正、プリンターの設置をし、活用でき

る環境を構築した。コロナ禍で、オンライン学習を始め、外部講師の講話、就労先との会議、

校外学習に出かけられないときはオンラインでの相談体験等、集まれないときは分散学習に

切り替えるなどしてＩＣＴ機器がフル稼働であった。 

職員の研修では、使い方等の伝達や授業での活用促進など積極的に取り組めた。 

今後は新年度の利用者変更手続きや利用ルールの周知など、更に効率的な運用が行えるよ

うにしていきたい。  

職員が心身ともに健康に働ける職場環境づくり（教頭） 

在校時間の自己管理は定着し、月に 80時間を超える職員はなく、健康面で不調を訴える職

員も出なかった。電話応答機の導入は保護者や地域の学校関係者の御理解と御協力の下、円滑

に運用された。また、校務補助員の任用ができ、校内の消毒や環境整備、給食等の準備などの

業務を依頼することが職員の業務の軽減につながった。一方で休憩時間も仕事をしていると

いう実態があり、今後、学校行事の見直しを含め、思い切った業務改善が必要である。 

今後の改善方策につ

いて 

・感染予防の意識の徹底、地域の感染状況に応じた学習活動の更なる工夫 

・タブレット端末等のＩＣＴ機器の積極的な活用 

・業務のスリム化、効率化 

その他（学校関係者評

価委員から出された

主な意見、要望） 

【企業の方より】 

・感染症対策に取り組み、感染を抑えることができた。 

・社会に通用しやすい環境整備や教育がなされている。 

・働き方改革についてはまだ課題があると思うが早く達成してほしい。 

【社会福祉法人の方より】 

・コロナ禍で思うような活動ができなかったと思うが、その中でしっかりとした運営ができて

いると思う。 

・卒業生でここ数年離職した生徒の追跡調査を実施し、どんな理由で辞めたのか具体的に聞き

取り、現生徒の対応につなげる仕組みがあるとよい。 

・お金のトラブルの相談が非常に多いので、３年間を通してより具体的な教育活動を望む。 

【豊川商工会の方より】 

・新型コロナウイルス感染症の拡大により、学校活動を行うにもさまざまな制約がある中で、

先生方の努力や関係団体の協力等により、状況に応じた活動が実施できたことを評価した

い。 
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・ＩＣＴの活用、オンラインによる授業など、今後、教育をめぐる環境も大きく変わっていく

と考えられるが、直接会い、人との関係を学びながら成長していくのが教育の本質である

と思うので、今後の取組に期待したい。 

【一宮商工会の方より】 

・感染症対策に対して大変優れている。 

・ＩＣＴに関しても全員が使いこなせることは大変素晴らしいと思う。 

・職員の健康管理もできている。これからもいろいろなことに挑戦してください。 

【大木町内会長より】 

・公民館のボランティア清掃は、次年度以降も是非行ってほしい。 

【ＰＴＡ会長より】 

・評価項目全てにおいて、前年度に比べ、大きく改善されていることがよく分かる。３項目と

も、生徒、先生方の健康、安全、安心を第一に考えられたものであり、本宮校舎で学び、そ

の後社会へ出ていく生徒にとって最も大切なことだけに、これだけ丁寧に取り組んでくだ

さっているのはありがたい。先生方の御尽力に感謝します。 

学校関係者評価委員

会の構成及び評価時

期 

・構成 

企業関係者、社会福祉法人関係者、豊川商工会、一宮商工会、大木町内会、ＰＴＡ会長 

・評価時期 

２月下旬 

 



 

 

令和４年度の学校評価 

本年度の 

重点目標 

① 生徒の安全・安心な生活を保障するため、環境整備と今の社会情勢に応じた実践的教育の充実を図

る。 

② ＩＣＴ環境を積極的に活用し、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を進める。 

③ 社会生活を送る上で、人としてもつべき規範意識を身に付ける。 

④ 個に応じた自立活動の充実を図るとともに、キャリア教育を推進する。 

⑤ 保護者や地域および関係機関との連携を強化し、社会参加に必要な資質・能力を育てる。 

⑥ 感染症防止の観点から、健康観察、手洗い・換気・マスク着用等を徹底する。 

⑦ 教職員が健康的に教育活動及び業務に従事できる環境を整えていく。 

※以下の各項目（分掌）の重点目標は、上記の「本年度の重点目標①～⑦」に関連した内容を設定した。 

  どれに関連しているかを下記の「重点目標」の末尾に番号で示した。 

項目(担当) 重点目標 具体的方策 留意事項 

学校生活の

充実 

（高等部） 

挨拶と礼儀正

しさの定着と、

規範意識の向

上を図る。 

・学校生活のあらゆる場面で

挨拶、礼儀正しさ、身だしな

み、ルールやマナーについ

て、全職員で一貫した指導

を行う。 

・生徒、職員がお互いを信頼し

あう中で、相談がしやすい

雰囲気をつくる。困ったと

きの相談の仕方や、適切な

解決方法を伝える。 

・感染症予防やルールについ

ては、なぜ必要なのか考え

る機会を設け、自分にも他

人にも、安全を意識した思

いやりある行動を選択でき

るようにする。 

・意欲をもって活動に参加す

る姿勢を育めるように、実

践的な活動と、振り返る機

会を設ける。 

・全職員で、指導すべきポイントを共有し、実践する。 

・受容的な関わりを重視し、課題に対して具体的な助

言を行う。指導すべき点については、簡潔かつ適切

に指摘する。 

・卒業後の生活、実習で必要なことを見据えた規範意

識をもてるように、必要なことについては職員間で

も共有し、一貫した関わりをする。 

・生徒、職員、保護者、来校者にアンケートを実施し、

その結果を伝える。行動が変わったところは認め、

生徒が積極的に活動に参加できるように支援する。 

③ 

学習指導の

充実 

（教務部） 

新学習指導要

領の円滑な実

施を目指す。 

・三観点による評価ができ

るよう、授業改善を実施す

る。 

・特別の教科道徳の実施方

法や評価方法を研究する。 

・三観点の評価方法について、適切な目標の設定や評

価の仕方について研修機会を設け、共通理解を図る。 

・特別の教科道徳の実施に伴い、個人内評価という観

点をもとに、どのような実践と評価の在り方が適切

か研究を進める。 ②  

教員研修の

充実 

（研修部） 

教員の資質向

上のための研

修体制、内容の

充実を図る。 

・現職研修及び教職経験者

研修を核として、計画的な

研修会を実施する。 

・自立活動の指導内容や指

導方法について、これまで

の指導の実践をまとめた

り、見直したりする。 

 

・教職経験者研修や e ラーニング等の研修に積極的に

参加を促し、日々の教員の指導力向上のための研修

を推進する。また、ICT活用や緊急時対応等について

実践的な研修等を計画する。 

・時間における指導について、年間指導計画をもとに、

指導のねらいや指導方法、評価(成果)について教科

会で話合いをし、見直しと改善を行うことで、生徒

の実態に合わせた指導の一層の充実を図る。 

 

①③④ 

情報機器活

用のための

環境づくり 

（総務部） 

情報機器活用

のための環境

整備や研修を

行う。 

・情報機器活用のための環

境を整備し、授業での活用

を促進する。 

・生徒用タブレット端末の年度更新作業をまとめた

り、利用規定を策定したりして、効率的な管理体制

を構築する。 

・利用促進につながる機器を導入したり、利用しやす

いようマニュアルを作成したりする。 

・機器活用を促進するための情報提供や研修を行う。 ② 



 

 

生徒の安心

安全を守る

体制づくり

（生徒指導

部） 

交通ルール及

びマナーの意

識向上を図る。   

・自転車乗車時の交通ルー

ルの理解やマナーの向上

を目指し、交通事故を未然

に防ぐ。 

・登下校時における規範意

識を高め、乗車マナー等の

向上を図る。 

 

・通学路における登下校指導や電車などの乗車指導を

毎月定期的に行う。 

・外部講師による交通安全指導を行う。 

・交通ルールの意識調査や学習プリントを通して、実

態や習熟度を把握し、定着が図れるように継続して

指導する。 
①③ 

いじめや生徒

の悩みについ

て早期発見し、

未然防止を図

る。    

・いじめや悩みなどについ

て早期発見し、適切な対処

につなげる。 

・ＳＮＳの正しい使用方法

を周知し、トラブルを防

ぐ。 

・「生活に関するアンケート」の結果や、「いじめ防止

対策推進法」、「本宮校舎いじめ防止基本方針」につ

いて職員間で共有し、個々の悩みに組織で対応する。 

・生徒の心身の変化をこまめに把握し、相談の機会を

設けるなど悩みの早期発見に努める。 

・外部講師等を活用し、ＳＮＳの危険性や正しい使用

方法について学ぶ機会を設け、トラブルやいじめの

未然防止を図る。 

 

     ③⑤ 

生 徒 の 心

身 の 健 康

を 守 る た

め の 体 制

づくり 

（ 保 健 体

育部） 

健康に関する

教育を推進す

る。  

・授業や委員会活動と連携

しながら、生徒一人一人が

自分の健康に関心をもち、

主体的に体調管理に取り

組むことができるように

する。 

・保健体育科と連携し、保健の授業において感染症や

がん、熱中症等について学習する機会を増やす。必

要に応じて外部講師に依頼をする。 

・生徒会や各種委員会活動と連携し、健康の増進法

や、病気やけがの予防法、歯と口の健康についての

啓発などに取り組む。 

 
①⑥ 

生徒が心の悩

みを相談しや

すい環境を整

備するととも

に相談体制を

充実させる。 

・生徒に悩みを相談できる

場を提供し、学校医やカウ

ンセラー、ソーシャルワー

カーにつなげていく相談

体制を構築する。 

・悩みがあるときすぐに相談できるよう、年間を通し

て「心のオアシスタイム」を実施する。 

・年２回の「生活に関するアンケート」で全校生徒の

小さな悩みから把握し、各学年と連携して「心のオ

アシスタイム」等につなげる。 

・状況に応じて学校医によるメンタルケア、スクール

カウンセラー、スクールソーシャルワーカーにつな

げる。 

 

①⑤ 

進路指導の

充実 

（進路指導

部） 

キャリア教育

推進と生徒の

社会参加に必

要な資質・能力

を育成する。 

・企業情報ファイルや職員の

業務体験などデータ化した

資料の活用を進める。 

・企業、福祉的事業所、市役所

など関係機関との連携を強

化する。また、保護者や生徒

向けの進路説明の充実を図

り、内容や時期について検

討し情報を提供する。 

・進路情報を最新に保ち、いつでも情報が閲覧できる

ように管理する。 

・収集した進路情報を進路説明会、進路相談、各種会

議、校内掲示板デジタルツールなどを利用して、情

報提供を行う。 

④⑤ 

健全な職場

環境づくり 

（教頭） 

職員が心身と

もに健康を維

持し、働きがい

のある職場環

境をつくる。 

・業務内容の精選と効率的

な役割分担等を検討し、業

務改善を行う。 

・行事等の見直しや各校務分掌の業務内容の精選を推

進し、削減できるものを洗い出す。 

・互いの業務について見える化を促す。年度途中で役

割分担を見直し、協力して業務に当たれるようにす

る。 

・職員間の挨拶を大切にし、活発なコミュニケーショ

ンの下で課題の検討を進める。 
⑦ 

学校関係者評価を実施する主

な評価項目 

・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 

・社会生活に必要な規範意識と礼儀正しさの育成 

・職員が心身ともに健康を維持し、働きがいのある職場環境をつくる。 



 

 

 


